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学生など 40人にご参加いただいた。学習会を通じて、若い医師などに大町病院の総合診療への

取り組みを理解いただく絶好の機会となった。大町病院は大変厳しい経営状況にあるが医師数の

増加を実現することが経営改善に不可欠であり、臨床研修の充実が医師確保に直結する取り組み

であることから一層信大附属病院との連携を図っていく。 

大厩富義議員の質問要旨 

全国的な医師不足は大町病院へも影響し患者数も減った。医業収益が伸びず経営状況も改善さ

れていない。27年度決算で 4億 3千万と大幅な赤字となった原因は。累積欠損金は 10億円を

超えた。どのように解消するか。経営は破たん状態だ。どうするか。公営企業法を全適したが採

算性を確保しなければ。経営改善が第一。地方独法、指定管理者制度の検討はしたか。大町病院

は市民にとってなくてはならない病院だ。内部の改革にも目を向け、みんなで病院を作っていく

体制づくりが必要だ。 

理事者側答弁要旨 

27年度は産婦人科医の病気療養などにより 7か月間の休診を余儀なくされ、3000人余りの

入院、4000人ほどの外来患者が減少し 2億円の減収となった。外科・整形外科の常勤医師が減

少し、1億 8000万円の減収となった。累積欠損金は 10億 8300万円余り、資本がマイナス

となっており深刻に受け止めている。黒字化は短期的には難しい状況。本年 8月までの実績では

収益全体が前年を相当上回っている。高齢化に伴う地域の多様な医療ニーズに応え、32年度を目

指して黒字化していく。この数年の経営悪化は医師不足という構造的な問題。新たな病院改革プ

ランで、総合的かつ抜本的な経営改革で乗り越えたい。 

 

以上が大町市の 9 月議会の病院にかかわる内容です。経営危機を乗り切るためには市民の負担

感が重要なポイントとなっています。改革の速度を速めながら効率的な対応をしていかなくては

なりません。サポート役の守る会も踏ん張りどころです。 

今病院内では毎日朝 8 時から診察の始まる直前の 9 時まで、医師達によるカンファレンスが行

われています。1 人が経験した症例をみんなのが共有するための研究会です。 

これ以外にも医師、職員を対象に、外部からの専門講師を招いての講演会は絶え間なく行われ

ています。 

いま、大町病院では若手の研修医、研修学生が大勢となり、医局隣の図書室を移動し、研修医

の研究室にしました。若さがあふれる病院に脱皮しています。 

大北医師会が厚生労働大臣表彰うける 

（社）大北医師会(小野壽太郎会長：写真)は 9 月 9 日、                

救急医療功労者として厚生労働大臣表彰を受けました。これは休日当

番医はじめ夜間小児科・内科急病センターへの医師派遣や長年にわた

る地域救急医療の充実などの取り組みに対し認められたものです。 

これからもよろしくお願いします。 
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イルミネーション点灯

12 月 1 日(木)18 時に 
コンサートは 18 時 20 分 南棟さくらで 
  

イルミネーションの点灯式を参加者みんなのカウントダウンに合
わせ、市長・病院長・守る会会長の 3 人で、駐車場南側にあるモ
ミの木のまわりで点灯式を行います。終了後直ちに南棟「さくら」
でイルミネーション・コンサートを開きます。 

職員、市民、守る会会員を対象とし、5 組の病院医師、職員、
市民が楽器演奏します。 

誘い合って大勢の職員、会員、市民、皆さんの参加をお願いします。 

 

M．T．Girls(検査室女性)・・ハンドベル:ベートーベン「喜びの歌」 

 

鈴木 智敬研修医・・・トラペット：曲目ラピュタから「ハトと少年」他 

 

鳥居 旬医師・・・ピアノ：①モーリス=ラヴェル「ボロディン風に」 

              :②坂本龍一「MerryChristmas Mr.Laurence」 

 

五味 志文医師・・・・ピアノ：Alfred Nyuⅿan「慕情」 

 

海野 隆彦医師 ・・・チェロ：サン・サーンス「白鳥」 

   ピアノ伴奏 小林美恵さん 

 

 

19 時 30 分終了予定  入場は無料 
 




